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就学援助費
小中学校入学前の支給へ

（平成30年3月〜）
140万2000円
　要保護世帯、準要保護世帯に対し、ランドセ
ルや制服などの学用品の購入のための就学援助
費が、小中学校入学前に支給されます。

医療費の窓口無料化
中学校卒業まで実施

（平成30年8月〜）

　中学校卒業までのお子さんの医療費
の窓口負担が軽減されます。医療機関
での支払いは、自己負担500円のみと
なります。

ふるさと納税寄付金
2億2000万円
　当初１億２千万円の歳入予算で
あったものが、モンベル　ポイン
ト・バウチャーの取り扱いの効果
により８千万円増の補正予算で、
収入見込額は２億円となった。

（モンベル　ポイント・バウチャー
は平成29年12月31日で終了）

モンベルポイントの引換券

平成29年度 一般会計補正予算（第７号）　 3億6555万8千円 増額
❶ふるさと納税寄付金２億2 000万円  ❷市民税1610万円がおもなもの
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次
ペ
ー
ジ
は
、
議
員
が
質
し
た
29
年
度
補
正
予
算

12月
定例会
全議案
可決

住民票・印鑑登録証明書等の
     コンビニ交付サービスが始まります！
　マイナンバーを利用
した、住民票や印鑑登
録証明書等のコンビニ
エンスストアでの交付
が１月15日から始まりま
した。まずは、マイナン
バーカードの取得を！　
詳細は市民課窓口へ。

信濃木崎夏期大学
指 定 管 理 者：公益財団法人 信濃通俗大学会
指定管理期間：平成30年4月1日〜
　　　　　　　平成35年3月31日（5年間）

ぽかぽかランド
指 定 管 理 者：有限会社F＆Mカンパニー
指定管理期間：平成30年4月1日〜
　　　　　　　平成33年3月31日（3年間）
　　　　　　　※3年間で745万２千円

ぽかぽかランド美麻信濃木崎夏期大学

市の発行する証明書を取得できるコンビニの端末機

平成29年度 一般会計補正予算（第７号）　 3億6555万8千円 増額
❶ふるさと納税寄付金２億2 000万円  ❷市民税1610万円がおもなもの

２施設指定管理者決定
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ぽ
か
ぽ
か
ラ
ン
ド
の
運
営
は

指
定
管
理
者
の
選
定
に
あ
た

り
震
災
の
影
響
を
考
慮
し
、
非
公
募

と
し
た
と
あ
る
が
、
減
収
補
て
ん
措

置
も
さ
れ
て
お
り
、
公
平
性
を
担
保

す
る
た
め
に
公
募
に
す
る
べ
き
で
は

な
か
っ
た
か
。

非
公
募
の
理
由
に
つ
い
て
、

5
年
間
の
業
務
期
間
の
う
ち
、
3
年

以
上
、
震
災
の
影
響
を
受
け
満
足
な

営
業
が
で
き
な
か
っ
た
実
態
が
あ
る
。

審
査
会
等
に
お
い
て
も
充
分
議
論
を

し
、
原
則
5
年
間
の
指
定
期
間
を
3

年
間
に
短
縮
し
て
お
り
、
地
元
企
業

の
育
成
と
い
う
観
点
か
ら
も
配
慮
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

ふ
る
さ
と
応
援
団
事
業
の

今
後
は返

礼
品
に
つ
い
て
、
総
務
省

か
ら
3
割
以
内
と
の
方
針
が
出
て
い

る
。
ま
た
、
金
銭
類
似
性
の
高
い
も

の
に
つ
い
て
は
、
中
止
と
い
う
こ
と

だ
が
検
討
状
況
は
。

金
銭
類
似
性
の
高
い
も
の
に

つ
い
て
は
12
月
末
で
中
止
の
周
知
を

し
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
や
カ
タ
ロ
グ

等
の
関
係
も
あ
り
カ
タ
ロ
グ
更
新
時

期
の
平
成
30
年
3
月
末
を
目
途
に
調

整
中
で
あ
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

国
際
芸
術
祭
の
報
酬
は

北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
の

業
務
に
従
事
し
た
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
報
酬
の
支
出
根
拠
は
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
地

方
自
治
法
上
、
非
常
勤
の
特
別
職
に

位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
同
法
２
０

３
条
の
２
の
規
定
に
よ
り
、
報
酬
を

支
弁
し
て
い
る
。

国
際
芸
術
祭
に
係
る
業
務
は
、

実
行
委
員
会
で
行
っ
て
お
り
、
広
域

連
合
等
へ
の
職
員
派
遣
と
同
様
に
条

例
に
基
づ
き
派
遣
し
、
そ
の
上
で
実

行
委
員
会
に
お
い
て
措
置
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

本
事
業
は
、
平
成
28
年
４
月

か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
交
流
課
の
国
際

芸
術
祭
推
進
担
当
で
所
管
す
る
こ
と

と
組
織
規
則
で
位
置
付
け
て
お
り
、

そ
こ
に
属
す
る
職
員
で
あ
る
の
で
問

題
は
な
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

大
町
病
院
企
業
債
の
償
還

期
限
10
年
延
長

先
送
り
し
て
将
来
へ
ツ
ケ
を

回
す
こ
と
が
本
当
に
い
い
の
か
。

現
在
は
起
債
の
償
還
を
一
時

借
入
金
で
賄
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
で
あ
る
。
こ
の
一
時
借
入
金
は

長
期
の
借
入
れ
よ
り
も
利
率
が
高
い
。

今
回
償
還
期
限
を
10
年
延
長
し
借
換

え
る
こ
と
で
、
む
し
ろ
ト
ー
タ
ル
と

し
て
は
一
時
借
入
を
続
け
る
よ
り
も

若
干
プ
ラ
ス
に
な
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

コ
ン
ビ
ニ
で
証
明
書
等
の
発

行
を
行
な
っ
た
場
合
、
コ
ン
ビ
ニ
の

端
末
器
に
利
用
者
の
デ
ー
タ
が
残
っ

て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
か
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
専

用
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
用
し
、
通

信
内
容
の
暗
号
化
を
行
う
。
端
末
器

に
デ
ー
タ
を
残
さ
な
い
こ
と
で
個
人

情
報
の
漏
え
い
を
防
止
で
き
る
と
聞

い
て
い
る
。

議員が
質
た だ

した
12月定例会

Pick
up
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次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
は
「
代
表
質
問
」
と
「
個
人
質
問
」
が
あ
り
、
大
町
市
議
会
で
は
、

各
会
派
の
代
表
が
行
う
代
表
質
問
を
12
月
定
例
会
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ワ
イ
ン
特
区
構
想
の
狙
い
や
進
捗
状
況
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

当
市
の
ワ
イ
ン
製
造
は
、
現
在
、
大
町
で

生
産
さ
れ
た
ぶ
ど
う
を
使
用
し
た
、
委
託

製
造
や
自
社
醸
造
に
よ
り
、
大
町
産
の
ワ
イ
ン
と

し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
。
当
市
の
気
候
が
ワ
イ
ン

ぶ
ど
う
に
適
し
て
お
り
、
果
実
酒
へ
の
取
り
組
み

が
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
市

内
で
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
を
生
産
さ
れ
て
い
る
農
業
者

や
農
家
民
宿
の
経
営
者
を
中
心
に
、
市
に
お
い
て

ワ
イ
ン
特
区
及
び
ハ
ウ
ス
ワ
イ
ン
特
区
取
得
の
要

望
が
出
さ
れ
て
い
る
。
近
隣
の
池
田
町
や
安
曇
野

市
、
北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興
局
な
ど
と
検
討
を
進

め
、
生
産
果
実
の
活
用
や
情
報
発
信
な
ど
で
広
域

的
に
連
携
す
る
こ
と
が
効
果
的
と
判
断
し
、
30
年

１
月
に
３
市
村
に
よ
る
広
域
で
の
特
区
申
請
を
目

指
し
て
、
現
在
調
整
を
進
め
て
い
る
。
現
在
、
検

討
し
て
い
る
特
例
措
置
の
内
容
は
、
特
定
酒
類
最

低
製
造
数
量
６
㎘
の
緩
和
で
、
特
区
申
請
に
あ
た

り
地
域
の
農
産
物
を
原
料
と
し
て
、
自
己
の
製
造

場
に
お
い
て
、
果
実
酒
や
リ
キ
ュ
ー
ル
を
製
造
す

る
場
合
、
数
量
制
限
を
そ
れ
ぞ
れ
、
２
㎘
と
１
㎘

に
引
き
下
げ
て
免
許
を
取
得
で
き
る
。
ま
た
、
特

定
農
業
者
に
よ
る
事
業
で
は
、
農
家
民
泊
等
を
含

む
農
業
者
の
生
産
し
た
果
実
を
原
料
と
し
た
果
実

酒
を
製
造
し
、
自
己
の
民
宿
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
提

供
す
る
場
合
、
数
量
制
限
の
適
用
を
受
け
ず
に
免

許
を
取
得
で
き
る
。
こ
の
特
区
の
取
得
に
よ
り
、

市
内
の
小
規
模
な
ワ
イ
ン
製
造
業
者
も
酒
類
製
造

免
許
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
新
た
な
地

域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
や
観
光
客
へ
の
新
た
な
魅
力

提
供
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
す
る
。

北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
に
つ
い
て

次
期
開
催
す
る
と
し
た
場
合
、
３
年
ご
と

の
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
❶
か
、
２
年
ご
と
の

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
❷
か
、
市
長
の
考
え
は
。

芸
術
祭
の
開
催
に
は
相
当
の
準
備
を
要
す

る
と
い
う
点
を
考
慮
す
る
と
、
や
は
り
一

定
の
期
間
が
必
要
と
考
え
る
。
中
間
年
の
活
動
を

通
じ
市
民
の
理
解
を
含
め
、
機
運
の
醸
成
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
参
加
と
協
力
体
制
と
と
も
に
、
市

内
外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の

様
々
な
連
携
を
図
る
こ
と
が
円
滑
な
運
営
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、
評
価
・
分
析
で
明

ら
か
に
な
っ
た
来
場
者
の
受
け
入
れ
態
勢
の
充
実

を
図
る
た
め
に
は
、
幅
広
い
関
係
機
関
と
の
調
整

を
含
め
、
余
裕
を
持
っ
た
準
備
期
間
が
必
要
で

あ
り
、
さ
ら
に
確
実
な
調
達
を
期
す
る
面
か
ら
も
、

３
年
毎
に
開
催
す
る
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
芸
術
祭

の
次
期
開
催
は
、
こ
れ
ま
で
の
評
価
・
分
析
の
内

容
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
本
定
例
会
で
の
意
見
、

提
言
を
判
断
材
料
と
し
て
、的
確
に
判
断
し
て
い
く
。

特
区
の
進
捗
と

芸
術
祭
の
総
括
は

政
友
ク
ラ
ブ　

小こ
ば
や
し林　

治は
る

男お

が
問
う

芸術祭の評価は

ワ
イ
ン
特
区
の
進
捗
と

芸
術
祭
の
検
証
を
問
う

　　　　　 
❶トリエンナーレ　３年に１度開催される美術展覧会のこと。
❷ビエンナーレ　２年に１度開催される美術展覧会のこと。

用語解説？
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一
般
質
問

一
般
質
問
は
市
の
行
政
全
般
に
関
し
て
議
員
が
そ
の
考
え
や
意
見
を
聞
く
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
議
場
で
の
や
り
と
り
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

国
の
補
助
を
大
き
く
減
ら
し
た
た
め
被
保

険
者
の
負
担
が
増
大
し
た
。
他
の
健
康
保

険
な
ど
と
比
べ
、
重
い
負
担
を
認
識
し
て
い
る
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
に
よ
り
制
度
が
異
な
っ

て
い
る
た
め
、
一
概
に
重
い
軽
い
と
い
う

比
較
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。

保
険
者
が
市
か
ら
県
へ
移
る
広
域
化
に
よ

り
、
保
険
税
の
改
定
で
標
準
的
水
準
の
被

保
険
者
の
保
険
税
は
引
き
上
げ
に
な
る
の
か
。

現
在
の
保
険
税
を
上
回
る
状
況
。
所
得

２
５
０
万
円
の
40
代
夫
婦
と
子
供
２
人
世

帯
の
場
合
、
年
額
４
４
万
円
、
約
３
０
０
０
円
の

上
昇
と
な
っ
て
い
る
。

国
保
税
の
負
担
軽

減
へ
公
費
投
入
を

日
本
共
産
党　

平ひ
ら
ば
や
し林　

英え
い

市い
ち

が
問
う

内
臓
に
障
が
い
が
あ
る
人
や
耳
の
聞
こ
え

な
い
人
な
ど
見
た
目
で
は
障
が
い
あ
る
と

分
か
ら
な
い
人
が
身
に
つ
け
る「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」

を
大
町
市
も
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

長
野
県
市
長
会
に
お
い
て
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

の
導
入
を
県
に
要
望
し
て
い
る
。
県
で
の

導
入
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
大
北
圏
域
の
各
自

治
体
に
も
導
入
を
提
案
し
て
い
く
。

障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
の
家
族
が
病
気
等

で
子
ど
も
の
面
倒
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
時
に
子
ど
も
を
預
か
っ
て
く
れ
る「
医
療
型
短

期
入
所
」を
大
町
病
院
で
も
始
め
て
は
ど
う
か
。

誰
も
が
住
み
よ
い

福
祉
の
大
町
へ

公
明
党　

太お
お

田た　
昭し
ょ
う
じ司

が
問
う

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
中
で
、
携

帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
所
持
は
小

学
校
で
５
割
、
中
学
校
で
約
８
割
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
❹
の

無
料
ア
プ
リ「
ツ
イ
ッ
タ
ー
」「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」等
が

き
っ
か
け
で
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
子
ど
も
は
、

今
年
の
上
半
期
だ
け
で
９
１
９
人
で
増
加
傾
向
で

あ
る
。本
人
及
び
保
護
者
を
含
め
、使
い
方
の
ル
ー

ル
や
マ
ナ
―
の
具
体
的
な
啓
発
が
必
要
で
は
。

本
年
度
、
情
報
教
育
推
進
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
調
査

の
結
果
分
析
を
進
め
て
い
る
。
結
果
が
ま
と
ま
り

次
第
、
効
果
的
な
対
策
を
講
じ
る
。
保
護
者
と
子

ど
も
と
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
誓
約
の
確
実

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
安
全
利

用
へ
の
啓
発

政
友
ク
ラ
ブ　

岡お
か　

秀ひ
で

子こ

が
問
う

行
政
の
責
任
で
公
費
負
担
を

行
い
保
険
税
の
負
担
軽
減
を

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

誰
も
が
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
を

神
奈
川
県
座
間
市
の
事
件
で
も

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
が
使
用
さ
れ
た

❸レスパイト入院　在宅で障がい者や高齢者の介護をする家族が、冠婚葬祭への出席、また精神的・肉体的な
　　　　　　　　　休養等ができるよう、病院が一時的に障がい者・高齢者を医療保険で入院を受け入れること。
❹ＳＮＳ（エスエヌエス）　ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略。人と人のつながりを促すインター
　　　　　　　　　　　　ネット上のサービス。（ツイッター、フェイスブック、ラインなど）

用語解説？
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次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

保
険
税
を
抑
え
る
た
め
、
法
定
外
繰
り
入

れ（
公
費
投
入
）を
し
て
、
負
担
軽
減
を
図

る
べ
き
だ
。

保
険
税
の
軽
減
を
目
的
と
し
た
一
般
会
計

か
ら
の
法
定
外
繰
り
入
れ
は
、
現
段
階
で

は
検
討
し
て
い
な
い
。

悪
臭
対
策
の
指
導
強
化
を

常
盤
清
水
の
あ
づ
み
野
エ
コ
フ
ァ
ー
ム
の

悪
臭
が
基
準
値
を
上
回
り
、
住
民
は
環
境

汚
染
に
苦
し
ん
で
い
る
。
改
善
計
画
を
求
め
、
行

政
指
導
す
べ
き
だ
。
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

地
元
と
の
覚
書
を
履
行
し
、
臭
気
対
策
も

実
施
し
て
い
る
の
で
、
改
善
勧
告
は
し
て

い
な
い
が
、
改
善
に
向
け
て
強
く
指
導
し
て
い
く
。

大
町
病
院
で
は
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
❸
を
実

施
し
て
い
る
。
か
か
り
つ
け
の
医
師
か
ら

大
町
病
院
に
紹
介
が
あ
れ
ば
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
。
医
療
型
短
期
入
所
に
つ
い
て
は
地
域
の

需
要
を
判
断
す
る
中
で
検
討
し
た
い
。

未
就
学
児
・
小
中
学
生
・
高
校
生
ま
で
の

一
貫
し
た
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
総
合
窓
口
の
創
設
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

既
に
子
ど
も
子
育
て
相
談
窓
口
と
し
て
家

庭
児
童
相
談
員
２
名
を
配
置
し
て
女
性
相

談
員
や
教
育
委
員
会
の
指
導
主
事
等
と
連
携
し
相

談
に
対
応
し
て
い
る
が
、
一
層
の
関
係
各
課
の
連

携
に
努
め
た
い
。
安
心
し
て
相
談
で
き
る
窓
口
の

充
実
強
化
に
つ
い
て
更
に
検
討
し
た
い
。

  
そ
の
他
の
質
問
　

北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
の
評
価
に
つ
い
て

な
履
行
や
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
❺
の
活

用
も
指
導
し
て
い
く
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
、
い
じ
め
相
談
を
受

け
付
け
る
仕
組
み
づ
く
り
へ
の
考
え
は
。

県
教
育
委
員
会
と
保
健
福
祉
部
、
県
民
文

化
部
が「
い
じ
め
・
自
殺
相
談
」を
開
設
し

て
い
る
。
利
用
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
し

た
い
。

不
登
校
の
実
態
と
対
応
は
。

昨
年
度
小
学
校
７
名
、
中
学
校
29
名
、
今

年
度
上
半
期
で
24
名
増
加
。
原
因
は
、
家

庭
状
況
や
人
間
関
係
、
精
神
的
な
悩
み
、
怠
学
傾

向
等
様
々
で
あ
る
。
原
因
に
応
じ
て
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
❻
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
❼
、

子
育
て
や
保
健
・
福
祉
部
門
と
連
携
し
、
対
応
と

指
導
に
努
め
て
い
る
。

定期測定で市の臭気指数規制値を超えて悪臭
を発生し、改善が求められる豚舎（清水地区）

内部障がい・妊娠等で、援助や配慮を必要
とすることを周囲に知らせる「ヘルプマーク」

子どもたちはＳＮＳで悩みや本音を打ち明
け、複数のアカウントを使用している実態

❺フィルタリングサービス　子どもが安全かつ安心してインターネットを利用できるよう、有害サイト
　　　　　　　　　　　　　等につながらないようブロックするサービス。
❻スクールカウンセラー　小・中・高・大学などの教育機関で、心理相談などの業務に従事する専門職。
❼ソーシャルワーカー　病気や障害また経済的問題などで生活に困難を抱える人やその家族に対し、
　　　　　　　　　　　日常の不安や困りごとを解決するための支援を行う専門職。

用語解説？
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一
般
質
問

質
問
す
る
議
員
１
人
の
持
ち
時
間
は
20
分
以
内
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、
行
政
側
の
答
弁
を

含
め
る
と
、
お
よ
そ
50
分
程
度
と
な
り
ま
す
。

あ
づ
み
の
公
園
入
場
者
を
水
増
し

芸
術
祭
来
場
者
数
に
あ
づ
み
の
公
園
入
場

者
１
９
、６
７
６
人
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
い

る
。し
か
し
、芸
術
祭
パ
ス
ポ
ー
ト
で
入
場
し
た
２
、

４
０
３
人
以
外
は
あ
づ
み
の
公
園
の
入
場
者
で
あ

り
、
１
６
、９
７
６
人
分
は
水
増
し
だ
。
経
済
効

果
の
基
礎
数
字
５
４
、３
９
５
人
は
６
８・２
％
の
、

３
７
、１
２
２
人
と
な
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
大
町

市
の
観
光
消
費
額
は
４・
７
億
円
で
は
な
く
３
・

２
億
円
に
な
る
。
長
野
経
済
研
究
所
に
報
告
書
の

見
直
し
を
求
め
る
べ
き
だ
が
実
行
す
る
か
。

芸
術
祭
・
経
済
効

果
に
疑
問

虹
と
緑
の
会　

大お
お

和わ　
幸よ
し

久ひ
さ

が
問
う

広
大
な
旧
北
高
跡
地
の
利
用
は
大
町
市
発

展
、
市
街
地
活
性
化
の
最
後
の
チ
ャ
ン
ス

と
考
え
る
。
県
は
地
元
の
意
向
確
認
は
最
重
要
課

題
と
言
っ
て
い
る
。
充
分
時
間
を
か
け
、
市
民
全

体
の
合
意
形
成
が
必
要
で
あ
る
。
市
の
見
解
と
跡

地
利
用
へ
の
合
意
形
成
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

30
年
度
ま
で
岳
陽
高
校
の
体
育
施
設
と
し

て
利
用
。
未
使
用
部
分
は
県
と
し
て
利
活

用
を
検
討
し
、
活
用
策
が
無
い
時
は
地
元
に
意
向

を
打
診
す
る
と
聞
く
が
未
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
。

県
の
方
針
が
明
ら
か
に
な
っ
た
段
階
で
、
払
い
下

げ
や
条
件
等
を
見
極
め
、
市
と
し
て
検
討
し
た
い
。

旧
北
高
跡
地
利
用

の
議
論
の
開
始
を

神じ
ん

社じ
ゃ　

正ま
さ

幸ゆ
き

が
問
う

市
が
委
託
し
た
、
長
野
経
済
研
究
所
の
経

済
波
及
効
果
分
析
調
査
の
宿
泊
事
業
者
が

7
割
が
増
加
と
あ
り
、
商
工
会
議
所
の
会
員
事
業

所
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
で
は
４
割
が
増
加
と
あ

る
。
ま
た
、
入
込
客
数
は
芸
術
祭
開
催
期
間
中
の

国
営
公
園
入
場
者
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
が
、

市
と
し
て
数
値
の
検
証
は
行
わ
な
い
の
か
。

調
査
項
目
に
よ
り
各
種
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
値
は
違
っ
て
く
る
。
調
査
機
関
は
長
年

の
実
績
が
あ
り
、
信
頼
性
が
高
い
。
経
済
研
究
所

の
結
果
は
総
体
を
評
価
し
て
お
り
統
計
学
上
信
頼

性
が
あ
り
、
市
は
検
証
を
行
わ
な
い
。

国
際
芸
術
祭
の

検
証
は
し
っ
か
り

虹
と
緑
の
会　

栗く
り
ば
や
し林　

学ま
な
ぶ

が
問
う

事
業
収
支
は
人
件
費
を
い
れ
る
と

１
億
円
を
越
え
る
赤
字
に

旧
北
高
跡
地
利
用
は
大
町
市

活
性
化
の
最
後
の
チ
ャ
ン
ス

イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
検
証
が
大
切
、

も
う
一
度
検
討
し
て
判
断
す
べ
き
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次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

公
園
入
園
者
を
実
数
値
と
し
て
入
れ
て
い

る
。
研
究
所
の
考
え
方
を
確
認
す
る
。

宿
泊
客
１
８
４
４
０
人
増
は
正
し
い
か

長
野
経
済
研
究
所
は
芸
術
祭
で
宿
泊
客

が
１
８
、４
４
０
人
増
加
し
た
と
報
告

し
た
が
、
入
湯
税
か
ら
見
た
宿
泊
客
は
、
過
去

４
年
間
の
平
均
宿
泊
客
数
よ
り
２
、１
７
４
人

少
な
く
、
実
態
と
あ
っ
て
い
な
い
。
研
究
所
は
、

３
億
４
千
万
円
の
消
費
額
が
あ
っ
た
と
す
る
が
重

大
な
疑
義
が
生
じ
て
い
る
。
ま
ず
、
根
拠
と
す
る

６
０
１
件
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
表
と
報
告
書
作
成

の
経
過
を
公
表
し
、
市
民
の
検
証
に
付
し
、
見
直

し
を
求
め
る
べ
き
だ
。

大
町
市
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
保
管
し
て
い
な

い
。
内
容
に
疑
義
が
あ
る
か
ど
う
か
調
査

す
る
。

市
民
に
は
旧
北
高
跡
地
利
用
の
ア
イ
デ
ィ

ア
は
多
く
あ
る
は
ず
で
、
そ
れ
ら
を
ま
と

め
る
こ
と
は
大
変
な
作
業
だ
。
内
外
の
人
脈
を
生

か
し
オ
ー
ル
大
町
で
挑
戦
す
べ
き
だ
が
、
市
長
に

そ
の
先
頭
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
期
待
す
る
。
覚

悟
は
。

地
域
の
特
性
を
生
か
せ
る
産
業
振
興
を
重

点
に
、
市
発
展
に
良
い
結
果
を
得
る
た
め

自
ら
先
頭
に
立
っ
て
行
動
す
る
覚
悟
で
あ
る
。

北
ア
ル
プ
ス
連
携
自
立
圏
事
業
に
つ
い
て

大
町
市
を
核
に
５
市
町
村
で
始
ま
っ
た
連

携
自
立
圏
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

２
年
目
の
事
業
は
、
移
住
交
流
、
福
祉
、

観
光
、
保
健
、
図
書
館
事
業
な
ど
８
分
野

17
事
業
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
専
門
分
野
ご
と
議

論
し
て
効
率
的
な
展
開
を
図
り
た
い
。

芸
術
祭
開
催
中
に
他
に
も
イ
ベ
ン
ト
が

あ
っ
た
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
い
れ
ば

も
っ
と
相
乗
効
果
に
つ
な
げ
ら
れ
た
と
考
え
る
が
。

基
本
計
画
、
実
施
計
画
は
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
助
言
も
あ
り
計
画
通
り
で
問
題
な
い
。

大
地
の
芸
術
祭
で
は
売
り
上
げ
の
減
少
や

サ
ポ
ー
タ
ー
の
確
保
な
ど
、
課
題
が
出
て

い
る
。
こ
の
事
業
に
終
了
の
選
択
肢
は
あ
る
の
か
。

実
行
委
員
会
の
部
会
で
は
ま
だ
考
え
て
い

な
い
。

他
市
で
は
市
民
満
足
度
調
査
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
市
で
は
芸
術
祭
の
意

識
調
査
を
行
わ
な
い
の
か
、
ま
た
、
寄
付
者
や
協

賛
者
へ
の
報
告
は
考
え
て
い
る
か
。

市
民
意
識
調
査
を
5
年
ご
と
に
行
っ
て
い

る
。
必
要
が
あ
れ
ば
そ
こ
で
芸
術
祭
に
つ

い
て
調
査
す
る
。
ま
た
、
実
績
報
告
書
を
出
す
。

あづみの公園入場者１９，６７６人を芸術祭
入場者としてカウントしている

旧北高跡地の活用を、市民中心のテーブ
ルで余裕を持って議論を始めるべきだ

国営公園の入場者を芸術祭参加者として
カウントしていいのか
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一
般
質
問

質
問
し
よ
う
と
す
る
議
員
は
、「
何
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
問
題
意
識
で
」質
問
す
る
の
か
を
予
め

通
告
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、行
政
側
か
ら
噛
み
あ
っ
た
答
弁（
公
式
の
見
解
）を
得
る
た
め
で
す
。

総
合
戦
略
の
成
果
と
課
題
は

市
は
、
消
滅
都
市
に
な
ら
な
い
た
め
2
年

前
に
、
し
ご
と
づ
く
り
・
人
の
流
れ
・
子

育
て
等
に
焦
点
を
絞
り「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」を
策
定
し
た
が
、
そ
の
成
果
と

今
後
の
課
題
は
。

雇
用
の
場
の
確
保
で
は
、
新
規
企
業
の
立

地
は
難
し
い
環
境
だ
。
移
住
・
定
住
促
進

事
業
で
は
、
制
度
の
拡
充
を
図
る
な
ど
に
よ
り
人

口
減
少
に
一
定
の
抑
制
が
図
ら
れ
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
は

市
の
計
画
は

絵
に
描
い
た
餅
か

市
民
ク
ラ
ブ　

大お
お

厩ま
や　

富と
み

義よ
し

が
問
う

芸
術
祭
に
つ
い
て
今
後
の
課
題
は
な
に
か
。

市
内
で
昼
食
を
と
っ
た
人
数
は
何
人
か
。

課
題
は
広
報
の
工
夫
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育

成
と
連
携
、
宿
泊
や
飲
食
、
二
次
交
通
、

土
産
品
の
品
ぞ
ろ
え
、
会
期
や
開
場
時
間
、
ア
ー

ト
エ
リ
ア
の
適
切
な
設
定
、
作
品
数
な
ど
で
あ
る
。

期
間
中
来
場
者
で
昼
食
を
と
っ
た
人
数
は
把
握
で

き
な
い
。製

作
費
の
多
寡
は
、
直
接
作
品
の
良
し
あ

し
に
反
映
さ
れ
る
。
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
北
川
フ
ラ
ム
氏
に
渡
さ
れ
た
お
金
で
そ
れ
ぞ

れ
の
作
品
に
い
く
ら
使
わ
れ
た
の
か
、
不
明
瞭
で

あ
る
。
い
か
な
る
理
由
を
も
っ
て
し
て
も
許
さ
れ

芸
術
祭
の
会
計
が

不
明
瞭
で
あ
る

髙た
か

橋は
し　

正た
だ
し

が
問
う

居
谷
里
の
た
め
池
に
つ
い
て
、
地
震
や
豪

雨
に
よ
り
決
壊
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

溜
め
て
あ
る
水
の
量
は
10
ト
ン
ダ
ン
プ
カ
ー
に
換

算
し
て
５
０
０
０
台
に
も
な
る
。
甚
大
な
被
害
を

想
定
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
た
め
池
は
、
そ
も
そ
も
震
度
５
弱
ま
で
し

か
耐
震
強
度
が
出
せ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
１
号

か
ら
３
号
ま
で
の
耐
震
強
度
は
ど
う
か
。

居
谷
里
は
平
成
28
年
に
耐
震
性
点
検
を
し

た
。
施
設
の
健
全
性
が
損
な
わ
れ
な
い
と

す
る
安
全
率
１・２
に
対
し
て
１
号
た
め
池
は
０・

９
、
第
２
号
た
め
池
は
１・
０
だ
っ
た
。
既
定
の

安
全
率
を
下
回
っ
た
。
平
成
31
年
度
の
県
営
事
業

た
め
池
の
強
度
は

大
丈
夫
な
の
か

堀ほ
り　

堅け
ん

一い
ち

が
問
う

芸
術
祭
の
経
験
を
ま
ち
づ
く
り
に

活
か
さ
な
け
れ
ば
・
・
・

現
代
ア
ー
ト
の
作
品
に
支
払
わ

れ
た
お
金
は
一
体
い
く
ら
か

大
町
の
25
か
所
の
た
め
池
に

つ
い
て
そ
の
安
全
性
を
問
う
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次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問
と
「
議
員
力
を
つ
け
る
」

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
全
国
で
は
約

４
０
０
０
人
い
る
。
市
に
は
５
人
し
か
い

な
い
。
小
谷
村
で
は
隊
員
が
12
名
、
集
落
支
援
員

は
５
名
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
で
は
隊
員
の

65
％
以
上
が
移
住
し
て
い
る
。
市
は
地
域
お
こ
し

に
向
け
隊
員
の
活
用
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
募
集
し
て
も
集

ま
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
現
在
は
地
域
振

興
支
援
員
２
名
を
募
集
し
て
い
る
。

北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
と
ま
ち
づ
く
り
は

芸
術
祭
で
得
た
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
に
ど
う
活
か
し
て
い
く
の
か
。

芸
術
祭
の
実
施
に
よ
り
、
実
績
や
課
題
が

見
え
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
、

関
係
団
体
や
自
治
会
等
と
意
見
を
交
わ
す
な
ど
、

オ
ー
ル
大
町
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

る
も
の
で
は
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

作
品
の
価
格
は
お
答
え
で
き
な
い
。

過
疎
化
の
周
辺
地
域
を
ど
う
す
る
か

市
の
周
辺
地
域
に
お
い
て
人
口
減
少
と
高

齢
化
が
進
行
し
て
い
る
。
集
落
の
維
持
存

続
や
交
通
弱
者
対
策
な
ど
、
課
題
を
ど
う
す
る
か
。

現
在
地
域
支
え
あ
い
体
制
づ
く
り
協
議
会

を
組
織
し
て
、
協
議
や
調
整
、
課
題
の
洗

い
出
し
を
進
め
て
い
る
。
交
通
弱
者
買
い
物
支
援

で
は
、
福
祉
輸
送
サ
ー
ビ
ス
や
買
い
物
送
迎
サ
ー

ビ
ス
、
他
の
事
業
者
が
実
施
す
る
移
動
手
段
や
生

協
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
、
多
角
的
な
検
討
を
進
め
て

い
る
。

で
耐
震
対
策
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

他
に
被
害
想
定
さ
れ
る
た
め
池
は
ど
こ
か
。

危
険
度
調
査
に
よ
り
、
地
震
に
よ
る
危
険

度
が
高
い
と
さ
れ
た
大
沢
寺
、
大
原
、
居

谷
里
２
号
３
号
の
た
め
池
は
耐
震
性
点
検
が
必
要

と
さ
れ
た
。
こ
れ
が
決
壊
し
た
と
き
は
、
大
沢
寺

た
め
池
が
１
５
０
㌶
、
大
原
た
め
池
が
85
㌶
、
居

谷
里
が
35
㌶
の
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
当
該

地
区
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
は
、
た
め
池
決
壊
時

に
は
使
用
が
で
き
な
い
の
で
、
該
当
す
る
地
区
に

住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
に
、
あ
ら
か
じ
め
浸
水
区
域

を
マ
ッ
プ
に
示
す
こ
と
が
大
変
重
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
た
め
池
の
決
壊
の
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
住

民
へ
の
速
や
か
な
情
報
伝
達
を
心
掛
け
る
。

市は、2年前に消滅都市とならないための
戦略を策定した。具体的な実行を望む

税金が投入された制作費の明細が示されな
いのは、今後継続するにしても問題である

居谷里ため池の耐震性不足が判明した。
平成31年耐震化工事予定
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一
般
質
問

旧
塩
の
道
博
物
館
現
ち
ょ
う
じ
や
が
関
係

者
の
努
力
の
下
、
市
内
で
初
め
て
国
有
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
そ
の
施
設
を
拠
点
と
し

て
、
ま
ち
な
か
再
生
に
ど
う
結
び
つ
け
て
い
く
か
。

ま
ち
な
か
に
は
町
家
形
式
の
建
物
、
造
り

酒
屋
、
土
蔵
な
ど
歴
史
的
建
築
が
あ
る
。

点
在
し
た
歴
史
建
造
物
を
掘
り
起
こ
し
、
中
心
市

街
地
活
性
化
計
画
に
基
づ
き
市
内
関
係
団
体
と
連

携
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。
ま
た
県
の
信
州

ま
ち
な
か
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
活
用
し
空
き

家
と
起
業
家
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ま
ち
な
か
再
生
に
は
建
築
基
準
法
な
ど
規

制
が
あ
る
が
除
外
出
来
る
特
区
申
請
は
。

議
員
力
を
つ
け
る

市
議
会
研
修
会
を
開
く

　
大
町
市
議
会
は
、
12
月
27
日「
一
般
質
問
の
質

問
力
を
高
め
る
た
め
に
」と
題
し
て
、
龍
谷
大
学

政
策
学
部
教
授　
土
山
希
美
枝
氏
を
招
い
て
議
員

研
修
を
開
き
ま
し
た
。

市
街
地
の
歴
史
的

資
源
を
生
か
せ

政
友
ク
ラ
ブ　

二に
じ
ょ
う條　

孝た
か

夫お

が
問
う

本
年
度
、
市
内
全
小
中
学
校
で「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

見
え
て
き
た「
問
題
点
」「
課
題
」は
何
か
。

制
度
全
体
の
理
解
や
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
参
加
が
不
十
分
で
あ
る
が
、
制
度
の

導
入
に
よ
り
、
開
か
れ
た
学
校
に
向
か
っ
て
い
る
。

保
護
者
の
方
と
話
を
す
る
中
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
自
体
の
理
解
が
さ
れ
て

い
な
い
と
感
じ
る
が
、
周
知
や
説
明
不
足
で
は
。

今
ま
で
の
学
校
の
あ
り
方
か
ら
す
る
と
、

大
き
な
変
化
で
あ
り
、
様
々
な
機
会
を
と

ら
え
、
目
的
や
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
、
保
護
者

を
は
じ
め
住
民
に
周
知
を
し
て
い
く
。

Ｃコ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

Ｓ
の
現
状
と

課
題
は
な
に
か

政
友
ク
ラ
ブ　

降ふ
り

旗は
た　

達た
つ

也や

が
問
う

土山教授を囲んでの質疑応答

ま
ち
な
か
再
生
に
既
存
法
律

適
用
除
外
の
特
区
は
出
来
な
い
か

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の

更
な
る
説
明
と
周
知
が
継
続
の
鍵



13 市議会だより おおまち 168号 （2018年２月）

新
た
な
条
例
制
定
や
建
築
基
準
法
適
用
除

外
な
ど
の
特
区
構
想
も
検
討
し
て
い
く
。

教
育
の
ま
ち
づ
く
り
を
せ
よ

小
中
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
議
論
を
起

こ
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

各
学
校
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
横

断
的
に
結
ん
だ「
少
子
化
社
会
に
お
け
る

義
務
教
育
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」を
設
置
、
地

域
の
人
た
ち
、
保
護
者
、
学
校
関
係
者
の
人
た
ち

と
と
も
に
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

大
町
は
教
育
環
境
日
本
一
、
地
域
の
頭
脳

都
市
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
再
生
を
図
れ
。

関
係
部
所
と
連
携
し
な
が
ら
頭
脳
都
市
と

成
る
べ
く
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
学
校
運
営
委

員
会
の
活
動
に
対
し
て
、
予
算
措
置
は
。

個
々
の
活
動
に
要
す
る
経
費
と
し
て
は
、

「
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
補
助
金
」と
し
て

学
校
に
配
分
し
て
い
る
予
算
や
、
学
校
の
備
品
・

消
耗
品
費
等
を
活
用
し
て
い
る
。

何
か
や
ろ
う
と
思
っ
て
も
、
学
校
の
予
算

と
い
う
こ
と
で
使
い
に
く
い
と
思
わ
れ
る

が
、
別
で
予
算
を
計
上
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

学
校
で
は
運
営
そ
の
も
の
に
つ
い
て
予
算

が
足
り
な
い
と
の
要
望
は
聞
い
て
い
な
い

が
、
今
後
、
使
い
や
す
い
予
算
を
検
討
し
て
い
く
。

  

そ
の
他
の
質
問
　

「
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
向
上
に
つ
い
て
」・「
当

市
の
冬
の
観
光
に
つ
い
て
」の
質
問
を
し
た
。

い
い「
一
般
質
問
」と
は

監
査
機
能
、
政
策
提
案
機
能
を

果
た
し
て
い
る
か

▼
何
が
問
題
か
明
確
か

▼
問
題
に
必
要
な
情
報
が
入
っ
て
い
る
か

▼
政
策
提
案
が
具
体
的
か　
わ
が
ま
ち
の
状
況

を
反
映
し
て
い
る
か

▼
聞
い
て
分
か
り
や
す
い
か

一
般
質
問
の
論
議
を
通
じ
て

「
納
得
」に
た
ど
り
つ
く

▼
そ
の
問
題
を
問

題
と
し
て「
共
有
」

し
、「
納
得
」に
た

ど
り
つ
く「
論
議

と
対
話
」と
な
っ

て
い
る
か

　
な
ど
の
こ
と
が
、

提
起
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
議
員
力

ア
ッ
プ
に
向
け
て
い

か
し
て
い
き
ま
す
。

市内の至る所にある歴史的建造物や全国でも
珍しい建物の下に流れる町川。「大町の誇りだ」

コミュニティスクールの環境整備ボラン
ティア作業（西小学校落ち葉清掃）

市の部課長も参加しての土山教授による講演

次
ペ
ー
ジ
は
、
討
論
と
審
議
結
果
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反対

反対

反対

反対

賛成

賛成

賛成

　

核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
自
己
満
足
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

関
係
国
の
不
信
を
招
き
、
自
国
の
安
全
保

障
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
る
。
小
林

　

廃
絶
の
た
め
の
現
実
的
効
果
的
ア
プ

ロ
ー
チ
が
必
要
。日
本
が
条
約
に
入
れ
ば
、

核
保
有
国
と
の
対
立
と
な
る
。
話
し
が
前

に
進
ま
な
い
。
賛
同
で
き
な
い
。　
二
條

　
国
連
で
の
条
約
の
採
択
は
高
く
評
価
す

る
が
、
日
本
の
条
約
参
加
は
核
保
有
国
と

非
核
保
有
国
の
断
絶
を
深
め
、
核
の
な
い

世
界
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
。　
太
田

　
年
金
の
マ
ク
ロ
経
済
ス

ラ
イ
ド
を
廃
止
せ
よ
。
と

の
陳
情
だ
が
、
イ
ン
フ
レ

に
な
っ
て
物
価
が
上
が
っ

て
も
、
年
金
は
据
え
置
か

れ
た
の
で
は
、
年
金
者
の

生
活
を
守
れ
な
い
。
マ
ク

ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
廃
止

は
年
金
受
給
者
の
当
た
り

前
の
生
活
を
奪
う
も
の

だ
。　
　
　
　
　
　
　
堀

　
新
改
革
プ
ラ

ン
で
は
、
２
０

２
０
年
に
黒
字

化
を
達
成
す
る

の
で
、
起
債
を

借
り
換
え
る
必

要
は
無
い
。
問

題
の
先
送
り
で

は
な
く
、
根
本

か
ら
病
院
を
変

え
て
い
く
決
断

を
す
べ
き
だ
。

中
牧

　
芸
術
祭
の
仕

事
を
し
た
職
員

の
給
与
等
は
、

一
般
会
計
か
ら

出
費
し
て
は
な

ら
な
い
。
大
町

市
職
員
派
遣
の

定
め
に
よ
っ
て

芸
術
祭
実
行
委

員
会
に
派
遣
し

た
う
え
で
、
実

行
委
員
会
が
負

担
す
べ
き
費
用

で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
支
出
は

違
法
と
な
る
。

大
和

　
核
兵
器
を
違
法
と
す
る
核
兵
器
禁
止
条

約
が
国
連
で
採
択
さ
れ
た
。
日
本
政
府
の

批
准
と
北
朝
鮮
の
核
放
棄
の
た
め
に
も
意

見
書
の
提
出
を
。　
　
　
　
　
　
　
平
林

　
日
本
政
府
の
考
え
方
を
変
え
る
た
め
に

も
こ
の
陳
情
書
の
通
り
、
国
に
対
し
て
地

方
か
ら
意
見
を
言
う
こ
と
は
当
た
り
前
の

こ
と
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
牧

　
も
し
核
戦
争
に
な
れ
ば
、
核
の
傘
で
日

本
を
守
り
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
関
係

国
は
す
べ
て
破
滅
す
る
。　
　
　
　
髙
橋

　
最
強
の
大
量
破
壊
兵
器
の
核
兵
器
は
人

類
と
共
存
は
有
り
得
な
い
絶
対
悪
で
あ

る
。
核
兵
器
廃
絶
宣
言
都
市
と
し
て
陳
情

に
賛
成
す
べ
き
で
あ
る
。　
　
　
　
神
社

　
「
年
金
カ
ッ
ト
」
法
は

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
深
刻

に
し
て
、
若
い
働
く
人
の

将
来
の
年
金
も
保
障
さ
れ

な
い
。
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
は
廃
止
す
べ
き
。平

林

　
公
的
年
金
制
度
は
「
世

代
と
世
代
の
支
え
合
い
」

と
い
う
考
え
方
を
基
本
と

し
て
い
る
。
マ
ク
ロ
経
済

ス
ラ
イ
ド
は
年
金
支
給
額

を
実
質
減
ら
す
。
最
低
保

障
制
度
を
創
設
す
べ
き

だ
。　
　
　
　
　
　
栗
林

　
南
棟
の
企
業

債
の
平
準
化
を

目
的
と
し
た
も

の
。
高
い
金
利

が
つ
く
一
時
借

入
金
の
借
入
れ

を
回
避
で
き
、

経
費
削
減
と
な

る
。　
　
佐
藤

★point★ ………………………………………………
　討論は、「反対」か「賛成」かの議員個人の意見を表明し、意見の
異なる議員を自分の意見に賛同を求めるために行われます。
　なぜ可決なのか、なぜ否決なのか・・。議会の選択（議決）理
由の一つとしてご覧ください。（要約してお伝えしています）

核
兵
器
禁
止
条
約
の
調
印
を

求
め
る
陳
情
36
・
38
号

安
心
で
き
る
年
金
制
度

創
設
を
求
め
る
陳
情

病
院
事
業
会
計

補
正
予
算

芸
術
祭
残
業
代
は

実
行
委
員
会
の
負
担

討論
沸騰!!
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次
ペ
ー
ジ
は
、
行
政
視
察
の
成
果

提出案件の審議結果と各議員の賛否一覧
平成29年12月定例会

◇賛否が分かれた案件 出された議案・陳情等に対しての「賛成は○」「反対は●」で表示

議
案
番
号
等

案　　件

市民クラブ 日本共産党 虹と緑の会 政友クラブ 無 無 公 無
結　
果

大
厩　
富
義

中
牧　
盛
登

松
島　
吉
子

平
林　
英
市

栗
林　
　
学

大
和　
幸
久

降
旗　
達
也

佐
藤　
浩
樹

岡　
　
秀
子

勝
野　
富
男

二
條　
孝
夫

小
林　
治
男

堀　
　
堅
一

神
社　
正
幸

太
田　
昭
司

髙
橋　
　
正

議案第65号 平成29年度大町市一般会計補正予算（第7号） ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○

議　
　
　
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第69号 平成29年度大町市病院事業会計補正予算（第3号） ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可決

議事第９号 核兵器禁止条約の調印を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ● ○ 可決

陳情第36号 核兵器禁止条約の調印を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ● ○ 採択

陳情第37号 若い人も高齢者も安心できる年金制度を国の責任で創
設するための意見書の提出について ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択

陳情第38号 核兵器禁止条約の調印を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ● ○ 採択

◇全会一致で可決・承認・同意・採択・不採択された案件
報告第13号 専決処分の報告について　専第22号　平成29年度大町市一般会計補正予算(第5号) 承認

報告第14号 専決処分の報告について　専第23号　平成29年度大町市一般会計補正予算(第6号) 承認

議案第59号 大町市美麻温泉交流施設ぽかぽかランドの指定管理者の指定について 可決

議案第60号 大町市信濃木崎夏期大学の指定管理者の指定について 可決

議案第61号 大町市印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例制定について 可決

議案第62号 大町市福祉医療費特別給付金条例の一部を改正する条例制定について 可決

議案第63号 大町市営住宅条例の一部を改正する条例制定について 可決

議案第64号 大町市定住促進住宅設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定について 可決

議案第66号 平成29年度大町市国民健康保険特別会計補正予算（第2号） 可決

議案第67号 平成29年度大町市温泉引湯事業会計補正予算（第1号） 可決

議案第68号 平成29年度大町市公共下水道事業会計補正予算（第1号） 可決

議案第70号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意

議案第71号 大町市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について 可決

議案第72号 大町市特別職の職員の給与に関する条例及び大町市議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例制定について 可決

議案第73号 平成29年度大町市一般会計補正予算(第8号) 可決

議案第74号 平成29年度大町市公営簡易水道事業特別会計補正予算（第2号） 可決

議案第75号 平成29年度大町市水道事業会計補正予算（第1号） 可決

議案第76号 平成29年度大町市温泉引湯事業会計補正予算（第2号） 可決

議案第77号 平成29年度大町市公共下水道事業会計補正予算（第2号） 可決

議案第78号 平成29年度大町市病院事業会計補正予算（第4号） 可決

陳情第34号 道路整備等について 採択

陳情第35号 NHK紅白歌合戦における映画「男はつらいよ」出演者による課題曲及び県内ロケ地の中継を求める陳情 不採択
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総
務
産
業
委
員
会

◉
越
前
お
お
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

◉carrying-w
ater-project

　
（
水
ブ
ラ
ン
ド
）

　
　
福
井
県
大
野
市（
10
月
25
日
）

　
「
お
お
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
」も

当
市
と
同
じ
く「
市
の
イ
メ
ー
ジ

発
信
」を
目
的
と
し
て
い
ま
す
が
、

大
野
市
は
、
更
に
そ
の
先
の「
市

民
の
所
得
向
上
に
つ
な
げ
て
い

く
」と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
、
目
的

と
し
て
い
ま
す
。「
信
濃
大
町
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
」も「
知
名
度
」だ
け

で
な
く「
そ
の
先
に
何
を
求
め
る

の
か
」を
考
え
て
い
く
べ
き
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　
「Carrying W

ater Project

」

は
、「
水
」を
通
し
て
地
球
の
将
来

や
人
々
の
幸
せ
に
貢
献
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。
東
テ
ィ
モ
ー
ル
へ
水
道
シ
ス

テ
ム
を
整
備
す
る
た
め
の
寄
付
や
、

子
ど
も
た
ち
が
、
世
界
の
水
に
つ

い
て
考
え
る「
水
の
が
っ
こ
う
」な

ど
世
界
的
視
野
を
持
っ
て
事
業
を

議
会
運
営
委
員
会

◉
予
算
特
別
委
員
会
の
運
営
に
つ

い
て

　
　
茨
城
県
行な

め
方が
た
市（
11
月
13
日
）

　
予
算
特
別
委
員
会
の
設
置
は
、

定
例
会
毎
に
行
い
副
議
長
が
委
員

長
、
議
会
運
営
委
員
長
が
副
委
員

長
と
な
り
、
全
議
員
に
対
し
説
明

会
を
行
い
質
疑
応
答
も
行
っ
て
い

ま
す
。
平
成
29
年
度
か
ら
は
、
分

科
会
方
式
か
ら
全
議
員
で
審
査
を

し
て
い
ま
す
。
全
議
員
が
全
て
の

予
算
決
算
の
審
査
に
関
わ
る
こ
と

で
分
科
会
の
報
告
は
必
要
が
な
く

な
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
当
市
議
会
で
は
、
今
回
の
視
察

等
を
参
考
に
し
、
平
成
30
年
度
当

初
予
算
か
ら
全
議
員
を
対
象
と
す

る
説
明
会
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

し
て
い
ま
す
。「
信
濃
大
町
水
ブ

ラ
ン
ド
」を
策
定
し
て
い
ま
す
が
、

も
う
一
度「
水
」に
つ
い
て
考
え
、

「
本
物
」を
目
指
し
、
戦
略
の
練
り

直
し
も
含
め
、
検
討
の
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
を

ご
覧
く
だ
さ
い

http://w
w

w
.carrying-

w
ater-project.jp/

◉
２
８
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
同
報
無
線
整
備

◉
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

　
　
岐
阜
県
瑞
浪
市（
10
月
27
日
）

　
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
の
周
波
数
を
利

用
し
た「
防
災
ラ
ジ
オ
」を
整
備
し
、

市
内
全
世
帯
及
び
事
業
所
に「
無

料
貸
与
」し
て
い
ま
す
。
機
器
の

単
価
も「
戸
別
受
信
機
」よ
り
安
価

で
、
基
地
局
の
整
備
も
比
較
的
安

価
で
で
き
る
そ
う
で
す
。
大
町
市

の
戸
別
受
信
機
の
普
及
数
、
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー
の
現
状
を
考
え
る
と
、

「
防
災
ラ
ジ
オ
無
償
貸
与
」と
い
う

の
も
一
つ
の
方
法
だ
と
感
じ
ま
し

た
が
、
ま
ず
、
今
あ
る
シ
ス
テ
ム

を
有
効
活
用
し
、
市
民
の
安
心
・

安
全
の
た
め「
戸
別
受
信
機
」の
更

な
る
普
及
策
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

予算委員会のあり方について研修しました

生活に密着した「水」

無料貸与の防災ラジオ

行政視察の成果を  おしらせします
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次
ペ
ー
ジ
は
、
ど
う
す
る
大
町

社
会
文
教
委
員
会

◉
民
間
書
店
の
指
定
管
理
に
よ
る

斬
新
な
図
書
館
運
営

　
　
岡
山
県
高た

か
梁は
し
市（
10
月
23
日
）

　

ツ
タ
ヤ
で
有
名
な
カ
ル
チ
ュ

ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ

（
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）が
運
営
管
理
す
る
高
梁

市
図
書
館
。
お
洒
落
な
ス
タ
ー

バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
も
併
設
さ
れ
、

若
者
の
み
な
ら
ず
高
齢
者
も
遅
い

時
間
ま
で
集
う
場
所
。
中
高
生
も

勉
強
で
き
る
静
か
な
空
間
も
。
Ｃ

Ｃ
Ｃ
の
指
定
管
理
が
始
ま
っ
て
以

降
、
確
実
に
来
館
者
は
増
え
て
い

ま
す
。

◉
議
会
Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
に
つ
い
て

　
群
馬
県
み
ど
り
市（
11
月
14
日
）

　
議
会
活
動
の
質
の
向
上
と
議
会

運
営
の
効
率
化
を
図
る
目
的
で
、

平
成
27
年
９
月
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
活
用
し
た
ク
ラ
ウ
ド
文
書

共
有
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
し

ま
し
た
。
議
会
の
Ｉ
Ｔ
化
推
進
に

つ
い
て
は
、
各
会
派
か
ら
１
名
ず

つ
選
出
し
た
議
員
で
構
成
す
る
Ｉ

Ｔ
推
進
部
会
を
立
ち
上
げ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
当
市
議
会
と
し

て
も
、
み
ど
り
市
の
取
り
組
み
を

参
考
に
、
議
会
の
Ｉ
Ｔ
化
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

◉
公
立
大
学
を
中
心
と
し
た
子
育

て
支
援

　
　
岡
山
県
新
見
市（
10
月
24
日
）

　
幼
児
教
育
を
学
ぶ
学
生
が
関
わ

る
こ
と
で
人
材
育
成
と
子
育
て
支

援
が
両
立
。
子
育
て
中
の
お
母
さ

ん
達
の
交
流
の
場
と
し
て
、
小
さ

な
子
ど
も
同
士
が
触
れ
合
う
成
長

の
場
と
し
て
、
そ
し
て
学
生
の
生

き
た
実
習
の
場
と
し
て
理
想
的
な

取
り
組
み
で
す
。
教
育
と
子
育
て

支
援
の
両
立
を
目
指
す
モ
デ
ル
と

し
て
非
常
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

◉
地
域
包
括
ケ
ア
の
老
舗
尾
道
市

の
市
立
市
民
病
院

　
　
広
島
県
尾
道
市（
10
月
25
日
）

　
全
国
に
先
駆
け
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
だ

先
進
地
。「
尾
道
方
式
」の
特
徴
は

徹
底
的
な
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

に
よ
る
多
職
種
の
連
携
。
ど
こ
ま

で
も
患
者
・
ご
家
族
の
希
望
の
実

現
に
徹
す
る
姿
勢
に
、
医
療
本
来

の
あ
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

議会運営の改善に向けて先進事例を研修しました

尾道市立市民病院

大きな吹き抜けで開放的な図書館

公立大学内の親子交流ひろば「にこたん」

行政視察の成果を  おしらせします
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■
常
盤
地
区

国
際
芸
術
祭
は
今
後
開
催
さ
れ

る
の
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

し
た
が
、
作
家
あ
っ
て
の
芸
術
祭
だ
と

思
う
の
で
、
ま
た
開
催
す
れ
ば
協
力
し

た
い
。

12
月
定
例
会
全
員
協
議
会
で
詳

細
な
評
価
・
分
析
結
果
が
報
告
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。
様
々
な
議
論
が

さ
れ
る
と
思
う
が
、
議
会
と
し
て
も
芸

術
祭
の
検
証
を
行
っ
て
い
く
。

芸
術
祭
期
間
中
に
霊
松
寺
で
演

奏
し
た
影
武
者
さ
ん
も
芸
術
家
と
し
て

扱
っ
て
ほ
し
い
。

ご
意
見
と
し
て
承
り
、
実
行
委

員
会
に
伝
え
る
。

■
八
坂
地
区

近
年
、八
坂
地
区
に
お
い
て
、

イ
ノ
シ
シ
、
鹿
、
猿
害
が
多
発
し
て
い

る
。
防
止
柵
の
設
置
な
ど
を
行
っ
て
い

る
が
、
効
果
が
表
れ
て
い
な
い
。
抜
本

的
な
対
策
と
し
て
、
猟
友
会
に
よ
る
駆

除
費
用
助
成
の
増
額
や
わ
な
猟
免
許
取

得
助
成
な
ど
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

農
林
水
産
課
も
捕
獲
策
を
検

討
し
て
い
る
が
、
抜
本
的
な
対
策
が
な

い
状
況
で
あ
る
。
制
度
整
備
に
つ
い
て
、

行
政
側
に
伝
え
る
。

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
、
景
観

規
制
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
制
定
す
る
な
ど
、

規
制
強
化
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

現
在
、
市
開
発
指
導
要
綱
に
よ

り
制
限
し
て
い
る
。
大
規
模
な
開
発
行

為
に
つ
い
て
は
、
県
の
条
例
に
よ
る
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
も
必
要
と
な
る
。
小

規
模
な
も
の
に
つ
い
て
、
市
で
規
制
す

　
11
月
21
日
・
22
日
の
２
日
間
の
日
程
で
市
民
と
議
会
の
意
見
交
換
会
を
開
き
ま
し
た
。

い
た
だ
き
ま
し
た
意
見
や
要
望
は
議
会
や
市
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

市
民
と
議
会
の
意
見
交
換
会
を
開
催

どうする大町！
〜ひとづくり・まちづくり〜
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る
条
例
は
な
い
。
今
後
も
行
政
側
に
要

望
し
て
い
く
。

大
町
病
院
の
経
営
に
つ
い
て
、

毎
年
４
～
５
億
円
を
公
費
で
補
て
ん
し

て
い
る
。
抜
本
的
な
経
営
改
善
が
必
要

で
は
な
い
か
。

平
成
29
年
３
月
に
新
改
革
プ
ラ

ン
が
策
定
さ
れ
た
。
市
議
会
に
お
い
て

も
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
計
画
の
進

捗
状
況
等
検
証
し
て
い
く
。

■
大
町
地
区

き
ら
り
輝
く
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
助
成
金
に
つ
い
て
、
成
果
が
見
え
な

い
。
助
成
金
が
終
わ
る
と
活
動
も
途
切

れ
て
し
ま
う
団
体
も
あ
る
。
結
局
何
も

残
ら
な
い
。
地
域
に
あ
る
い
い
も
の
を
、

市
と
市
民
が
共
同
で
掘
り
起
こ
し
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

議
会
の
事
務
事
業
評
価
で
も
こ

の
事
業
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
成
果

を
期
待
し
て
い
る
の
か「
目
標
が
明
確

で
な
い
」と
評
価
し
た
。
行
政
も
助
成

団
体
の
事
業
効
果
を
し
っ
か
り
と
検
証

す
べ
き
と
考
え
る
。

市
民
活
動
を
連
携
さ
せ
る
シ
ス

テ
ム
を
築
く
こ
と
が
大
事
。
市
民
も
本

気
に
な
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
。
団
体

同
士
が
情
報
を
交
換
し
て
結
び
つ
き
、

地
域
経
済
に
も
結
び
つ
け
る
組
織
・
シ

ス
テ
ム
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
内
に
は
素
晴
ら
し
い
活
動
を

し
て
い
る
団
体
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

活
動
が
、
少
し
ず
つ
で
も
市
民
に
浸
透

し
て
い
く
こ
と
を
望
む
。

■
社
地
区

陳
情
し
て
も
な
か
な
か
実
現
し

な
い
が
、
議
会
は
関
わ
っ
て
い
る
の
か
。

道
路
・
水
路
の
陳
情
は
本
来
行

政
が
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
行
政
で

は
優
先
順
位
を
つ
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
議
会
は
陳
情
内
容
の
解
決
に
向
け

て
、
取
り
組
み
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

陳
情
に
対
す
る
市
の
対
応
に
つ

い
て
、
進
捗
状
況
や
、
す
ぐ
に
対
応
で

き
な
い
理
由
に
つ
い
て
地
元
へ
報
告
し

て
ほ
し
い
。

自
治
会
へ
の
報
告
は
重
要
だ
。

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
時
刻
表
や
運

行
路
線
は
、
地
元
同
意
を
経
て
決
め
て

ほ
し
い
。

市
議
会
高
速
交
通
網
対
策
特
別

委
員
で
も
検
証
し
て
い
る
。
当
委
員
会

か
ら
担
当
課
に
、
市
民
に
役
立
つ
、
利

用
し
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
訴
え
て

き
た
。
議
会
と
し
て
も
引
き
続
き
検
証

し
て
い
く
。

■
平
地
区

大
町
に
は
、
地
域
の
魅
力
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
各
地
の
お
祭
り
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
情
報
発
信
力
が
不
足
し
て
い

る
の
で
積
極
的
な
情
報
発
信
を
し
て
ほ

し
い
。

地
域
の
情
報
を
集
約
す
る
仕
組

み
の
構
築
や
情
報
発
信
の
一
元
化
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
た
タ
イ
ム
リ
ー
な

情
報
発
信
を
す
る
た
め
に
、
抜
本
的
な

見
直
し
を
図
る
よ
う
行
政
側
に
強
く
伝

え
る
。

芸
術
祭
の
感
想
な
ど
話
し
合
え

る
場
が
ほ
し
か
っ
た
。

ま
ち
づ
く
り
交
流
課
及
び
国
際

芸
術
祭
実
行
委
員
会
に
伝
え
る
。

議
会
だ
よ
り
が
１
６
７
号
か
ら

全
面
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
。
掲

載
さ
れ
て
い
る
議
員
の
写
真
が
大
き
す

ぎ
る
と
感
じ
た
。
紙
面
の
使
い
方
を
工

夫
し
て
は
ど
う
か
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
で
検

討
す
る
。お

た
ん
じ
ょ
桜
は
、
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
を
祝
う
た
め
に
も
継
続

す
る
べ
き
で
あ
る
。
議
員
に
も
植
樹
作

業
な
ど
積
極
的
に
参
加
し
て
ほ
し
い
。

お
た
ん
じ
ょ
桜
事
業
は
、
議
員

発
議
で
条
例
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
努
め
る
。

■
美
麻
地
区

市
民
農
園
に
住
所
が
置
け
な
い

の
は
な
ぜ
か
。

市
民
農
園
は
休
憩
施
設
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
居
住
な
ど
を

目
的
と
し
た
施
設
で
は
な
い
た
め
他
の

宿
泊
施
設
と
同
様
に
住
所
を
置
く
こ
と

は
で
き
な
い
。
行
政
で
は
、
そ
の
規
制

を
緩
和
で
き
な
い
か
県
と
協
議
し
て
い

る
と
の
事
で
あ
る
。

県
と
の
協
議
の
進
捗
状
況
は
把

握
し
て
い
る
の
か
。

把
握
し
て
い
な
い
。
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り
編

集
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員
会

あ
と
が
き

　

小
学
生
か
ら
こ
の
歳
ま
で
、
新

聞
や
、
議
会
だ
よ
り
を
作
る
の
が

全
く
の
初
め
て
で
し
た
。
ど
う
し

た
ら
、
議
会
の
こ
と
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
う
ま
く
伝
え
ら
れ
る
か
。

日
々
勉
強
し
な
が
ら
、
よ
り
一
層

市
民
と
議
会
が
近
づ
け
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。　　
　
　
（
佐
藤
）

　議会は年4回も

あるのに、きっちり

と質問する内容を

調べていてすごい

と思いました。

　初めて市議会を見

たけど、こんなにすご

くみなさんが大町につ

いて考えてくれていた

とは思いませんでした。

見学させていただきあ

りがとうございました。

　見学をして、大町

をもっと良くするた

めに意見を出し合い

話し合っている真剣

な姿がとてもすごい

なと思った。

　世の中のことをあ

まり知らなかったけ

ど、今どんなことが

起こっているのか知

れてよかったです。

　議会のみなさん
が大町の人たちの
ためにいろいろ話し
合っていて大変なん
だな～と思いました。

　大町市をよくす

るために、 大町市

民の安全を考えな

がら話し合いをし

ていてすごいと思

いました。

　時間ぴったり

で始まって、ぴっ

たりで終わった

のがすごいと思

いました。

　みなさんがすご
く真剣にとりくん
でいて、見ている
こっちもすごくどき
どきしました。

　どんなふうに会議をし

ているのか、大町をどの

ように住みよい町にする

のかを見学できていい経

験になりました。このこ

とを活かして自分も大町

のことを大切にしようと

思いました。

　市議会があるから

今の暮らしが保たれ

ていると思いました。

これからもがんばっ

てください。

次回 ３月定例会 は
　２月20日 開会予定です

本会議の
生中継

傍聴をご希望の方は議会棟２階
事務局までお越しください

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

皆
様
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

インターネットと市ケーブ
ルテレビで放送しています。
録画・再放送もご覧いた
だけます。

12月定例会一般質問を傍聴した大町西小学校６年生の皆さんから
いただいた感想の一部です。（原稿から一部抜粋して引用）

大町市議会 議会中継

傍聴席は60席


